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市立大曲病院事業会計

(基本事業)　医療機能の強化

課所名：市立大曲病院　管理課　

【R4年度】 千円

その他： 医業収益等

１．Ｐｌａｎ（計画：事業の目的及び目標）

２．Ｄｏ（実行：これまでの実績と成果）
・

・ 入院基本料加算の見直しを行い、新たに看護補助加算2の申請を行った。
・

・

３．Ｃｈｅｃｋ（評価：問題と課題）
・

４．Ａｃｔ（改善：今後の方向性とR4年度事業の概要）
・ 地域のニーズと時代に沿った医療の提供に努める。

・

具体的な事業
「地域連携・医療相談室」の退院支援機能強化し、5年以上の長期入院患者の退院支援を行う。

【収益的収支予算】　
病院事業収益 千円

医業収益 千円 （うち入院　555,638千円、外来　79,136千円）
医業外収益 千円 （うち一般会計負担金　244,786千円）

病院事業費用 千円
医業費用 千円 （うち給与費　591,629千円）
医業外費用 千円 （うち企業債支払利息　15,035千円）
特別損失 千円
予備費 千円1,500

244,786

 地域住民のこころの健康保持のため、精神科医療を提供する。
　　診療科目：精神科、神経科、（内科）
　　病床数：120床（精神科病棟70床、認知症病棟50床）
 ●目標：入院　37,230人（1日当たり102人）　精神科病棟　21,900人（1日当たり60人）
　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　認知症病棟　15,330人（1日当たり42人）
　　　　 外来　13,122人（1日当たり 54人）　年間243日
　　　　 訪問看護　1,080人（1月平均90人）

274,249

913,023

892,939
874,963
15,276
1,200

638,774

648,153

各福祉施設や医療機関、地域包括支援センターなど認知症の予防や支援を業務とする機関との連携を深
め、市の認知症初期集中支援推進事業の一端を担い、専門病院として積極的な役割を果たしていく。

経営の安定化を図るため令和2年度に策定した「市立大曲病院経営改革基本方針」の具現化のため、令
和3年度は病院組織の機能強化を図ることとし、新たに新患の受け入れ体制の強化と、入退院の支援を
実施する部署として「地域連携・医療相談室」を設置し、併せて今後増加が予想される自立支援通院患
者や在宅通院患者への支援を担う、訪問看護・指導を含めた外来看護科を設置した。また、医師の負担
軽減を図るため医師事務支援室を設置したほか、感染防止対策室が病院組織規則に明記された。このほ
か、新型コロナウイルス感染症対策や医療従事者の働き方改革など、新たな課題に対応するため、看護
部長を配置し、責任分担の明確化と指揮命令系統の整理を図った。

892,939 千円【R3年度】 893,030 千円【増減額】 △ 91

市の認知症初期集中支援推進事業に参画し、認知症の予防や家族への支援を行っているが、支援員を増
やすため、要件取得に必要な認知症初期集中支援チーム員研修に職員を派遣した。

※4年度事業費の財源内訳

１０－１

事 業 説 明 書

(施策の大綱)　保健・医療の充実 (施策)　地域医療体制の充実

継続

『事業名』

一般財源

新型コロナウイルス感染拡大防止について、今年度も昨年度に引き続き実施している。
　外来患者の発熱者待避所設置、玄関へのサーモカメラ及び消毒薬の設置、入院者への面会制限、リ
モート面会の実施、待合室の３密対策、手すり・ドアノブ等接触箇所の消毒強化等

医療施策が「入院医療中心から地域生活中心へ」と転換していることや地域の介護施設の充実、人口減
少などにより入院患者数が減少傾向にある。今後も地域に必要な病院であり続けるために、病院を取り
巻く環境の変化に対応していく必要がある。

国庫支出金 県支出金 市債 その他

市立大曲病院事業（収益的支出）



市立大曲病院事業会計

(基本事業)　医療機能の強化

課所名：市立大曲病院　管理課　

【R4年度】 千円

その他： 過年度分損益勘定留保資金等

１．Ｐｌａｎ（計画：事業の目的及び目標）

２．Ｄｏ（実行：これまでの実績と成果）
・

３．Ｃｈｅｃｋ（評価：問題と課題）
・

４．Ａｃｔ（改善：今後の方向性とR4年度事業の概要）
○ 空調設備（熱源機器、外調機、ファンコイルユニット、中央監視機器）の更新を行う。
・ 工期　令和3年5月～令和4年8月 （単位　千円）

総事業費

5～2月 熱源機器

9～10月 空調機（外調機） 4～6月 空調機（外調機）

9～3月 ファンコイル 4～6月 ファンコイル

9～3月 中央監視機器 4～8月 中央監視機器

・ 財源 病院事業債　　282,300千円（うち、令和4年度分　197,600千円）　

償還期間　　　10年

【資本的収支予算】　

資本的収入　     千円
他会計繰入金 千円 （一般会計出資金）
企業債 千円 （空調更新）

資本的支出     千円
建設改良費 千円 （空調設備更新197,640千円ほか）
企業債償還金 千円 （H6,7,8年度借入分112,585千円、

　R3年度借入分8,455千円、
　R4年度借入分借入分9,861千円）

千円

※収入が支出に不足する額 千円は、過年度分損益勘定留保資金等で補てんする。

千円【増減額】 129,176

84,214

　建物、設備等固定資産の改良を行い、地域住民に安定した精神科医療の提供を行う。
　　診療科目：精神科、神経科、（内科）
　　病床数：120床（精神科病棟70床、認知症病棟50床）
  　平成8年12月、現建物での診療開始（築25年経過）

331,541 千円【R3年度】 202,365

県支出金 企業債

※4年度事業費の財源内訳

一般財源その他国庫支出金

197,600

事 業 説 明 書

(施策の大綱)　保健・医療の充実 (施策)　地域医療体制の充実

継続

『事業名』 市立大曲病院事業（資本的支出）

49,727

282,343

84,703

197,600

令和3年度（30％）

281,814
84,214

老朽化の著しい空調設備更新のため、令和3年度から2か年計画で改修工事に取り掛かっている。今年度
は工事全体の30%の実施予定であるが順調に工事が進んでいる。

平成8年12月の竣工から25年以上経過し、施設設備の更新が課題となっており、病院運営を継続しなが
ら計画的に更新を行う必要がある。空調設備については令和4年度で完了する予定であるが、その他の
設備についても緊急度の高いものから順次更新していく必要がある。

１０－２

197,640
令和4年度（70％）

500

49,727

予備費

200,140
130,901

331,541


